




Author(s)渡我部, 昭哉; 栃谷, 史郎










久保南海子 (日本女子大 ･入社 ･心理)









































波我部 昭哉､栃谷 史郎 (基生桝 種分化1)
大脳皮質 (新皮質)は､視覚野､運動野など､
異なる機能と構造をもつ多数の快野からなりたってい
る.霊長類において領野の発達は特にめざましく､梢
造上大きな領野間の差が認められる｡我々は皮質領野
の分化機構に興味をもち､それを分子レベルで理解す
る第一歩として､領野間で発現レベルの異なる分子の
検索を行ってきた｡その様な分子は､皮質領野の機能
と連関した特定のニューロンあるいはグ1)アのマーカ
二になることが期待される｡FAC5は､この検索の過
程で得られた分子の一つである｡
FAC5はアフリカミドリザル成体の新皮質領野
を材料に､DifferentialDisplay法を用いた比較によって
同定した｡アフリカミドリザルの場合､もっとも多く
発現する一次運動野では､一次視覚野のほぼ10倍の
発現量を示すことが定立的なRT-PCRによって分かっ
ている｡本研究では他の霊長類でも同位の発現様式を
示すか調べるために､アカゲザルの新皮質における
FAC5の発現をまず調べた｡またアカゲザルの発達に
ともなうFAC5の発現様式の変化を､新生児､4カ月
児及び成体の様々な脳領域から調整したRNAを用いた
RT-PCRによって調べ､以下の結果を得た｡
1)アカゲザルでもFAC5は一次運動野でより多く発
現していたが､一次視覚野との差はアフリカミドリザ
ルの場合より少なく､約2-3倍程度だった｡
2)尾状核､被殻､視床､視床下部､梅馬での発現は
運動野より少なく､視覚野と同レベルであった｡
3)新生児､4カ月児での発現様式は成体の場合とほ
とんど変わらず､少なくとも生後にはFAC5の発現様
式に大きな変化はないことが示唆された｡
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